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リーダーになる
女の子と若い女性が考える

リーダー像の意識調査1

この調査は、女の子のリーダーシップについて綿密かつ意欲的に考察したものであ
る。19カ国の1万人近い女の子とユース女性が、それぞれの考えや経験を共有した。



序文
プラン・インターナショナル CEO Anne-Birgitte Albrectsen

「リーダーは、皆を平等に扱います。そして、自身のコミュニティの人々を把
握しているべきです。リーダー は経験豊かで、差別をしてはいけません。
リーダーは自身の社会をより良くしたいと思っているのです。」

これは、プラン・インターナショナルとGeena Davis Institute on Gender in Mediaがインタビュー
した、インドのある女の子の素晴らしいフェミニストビジョンから見たリーダーシップ観である。
そしてこれは、本レポート「リーダーになる」に掲載されている、19カ国1万人の女の子とユース女
性が回答したリーダーシップに関する優れた見識のひとつである 。

女の子はリーダーになることの意味を再定義し、自らが持つ可能性について力強い自信を投影し
ている。参加した女の子とユース女性のほぼ3分の2は、リーダーになる能力に自信を持ってお
り、4分の3は自身のキャリア、コミュニティ、また国において、リーダーになることを積極的に望ん
でいると答えた。

これは、明るいニュースだ。女性が主導し、ジェンダー平等が進んでいる国は、より大きな経済的
成功を収めており2、政府腐敗は少なく3、生活の質も高い社会となっている4。したがって、女の子
の力による輝かしい革命は、人と地球のための前向きな進歩を目指す世界的なロードマップ
SDGsを達成するために必要なパラダイムシフトになり得るのである。

それは簡単なことではない。インタビューした女の子たちは立ちはだかる障害を十分に理解して
いた。日本のある女の子は、「出る杭は打たれる」という暗い考えを共有した。また、女の子の
94％が、リーダーになると男性と比べて不当な扱いを受けることになると考えており、93％が女性
リーダーは望まない身体的接触を経験すると感じていた。憂慮すべきことに、この認識は、リー
ダーの経験が全くない人より、経験のあるユース女性の方が強かったのだ。「リーダーになること
を望む女性たちは、暴力の対象となることがあります。彼らの前では、ジェンダーを理由に無価値
と見なされてしまうのです」と、南スーダンのある女の子は言及した 。年齢が上がるにつれ、女性
リーダーは不当に扱われるという知識や、手本となる女性リーダー像の欠如、そして、蔓延する
根強いジェンダー差別によって、女の子たちは委縮するようになる。彼女たちは、世界の政府閣
僚のうち女性はわずか18％5であり、Fortune 500社のCEOのうち女性はたった5％6であるという
厳しい現実を目のあたりにする。

しかし、プラン・インターナショナルの新たな「ガールズ・プラン」7により、私たちは状況を好転させ
ることができる。私たちは、規範や固定観念を打破し、女の子を阻んでいる根本原因に対処する
ための方法を発見した。それは、何百万人もの女の子とともに、彼女たちの未来を変えるため
に、予算化され、検証され、そして柔軟な解決策で構成された、女の子主導の総合的な投資戦略
である。今こそ、女の子のリーダーシップという考えを世界的に実現する時だ。次世代の女の子た
ちのために、手遅れになる前に、ともに参加してほしい。
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ĥ キャリア志向は学歴や社会的地位によって高まり、結婚
　  によって低下する。
ĥ 国家的リーダーになりたいという気持ちは、社会的地位や
    結婚によって高まる。
ĥ 社会的地位の低い女の子ほど、コミュニティのリーダーに
    なることを志す傾向がある。

また、女の子は、自身の夢を実現する際に直面するであろう
障壁をはっきりと認識している。

ĥ 露骨なジェンダー差別、ステレオタイプなどが障壁として

挙げられ、これらは蔓延する社会的・文化的規範や、仕
事と家庭生活の両立に関する偏ったジェンダー的期待と
も結びついている。

ĥ 全体的に女の子たちは、女性リーダーは尊重されず、厳し
い批判を受けやすいと認識している。.

ĥ 60％の女の子とユース女性が、女性は尊敬されるために
    男性よりも努力しなければならないと認識している。
ĥ 93%が、女性リーダーは望まない身体的接触を経験した
    だろうと信じている。
ĥ 実際にリーダー経験のあるユース女性では、経験の少な
    い、あるいは全くない人と比べて、ジェンダー差別が行わ
    れると回答した人の確率が高い場合が多い。

「リーダーシップとは、人を導き、模範を示し、
人に最善を尽くす能力である。」
ユース女性、18～20歳、セネガル

19カ国の約1万人の女の子とユース女性が参加した調査
は、女の子たちのリーダーになりたい強い気持ちとともに、何
が足かせで、何が励みになり、夢を実現するために何が必
要なのかといったリーダーになることについて、多くのことを
明らかにした。多くの女の子はリーダーになりたいだけでな
く、思いやりがあり、コミュニティに貢献し、女の子の権利を守
り、他者のニーズに耳を傾けるようなリーダーになることを望
んでいるが、その願いが後押しされることはない。彼女たち
は、社会が若い女性に求める「適切」な振る舞いより行動を
制限され、組織の職権や階級において女の子たちが共感で
きるリーダーシップの模範が不在であることにより意欲をそ
がれ、夢を実現できるような場所や空間、手本となる女性
リーダー像を持たせてもらえていないのだ。

ĥ 女の子とユース女性は、リーダーになることを望んでい

る：76%8の女の子とユース女性が、国やコミュニティ、
キャリアにおいてリーダーになることを望んでいる。

ĥ 女の子とユース女性は、自身のリーダーシップ能力に自

信がある：わずか5％が全く自信がないと答え、62％は自
信がある、またはとても自信があると答えている。

ĥ 女の子やユース女性は、異なるリーダーシップの定義を
持つ：権威主義的で支配的なものではなく、協調的で
前向きな変化をもたらすものである。 

要約
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やらなければならないこと

調査対象の女の子やユース女性は、自身のリーダーシップ
発揮への強い意志に何が必要なのかを知っている。

ĥ 家族の支援がカギ：政策立案者、コミュニティリーダー、市
   民社会組織は、家族が女の子を大切にし、リーダーになり
   たいという意思を支持するよう支援する必要がある。

ĥ 政府、メディア、そして企業は、模範を示し、公的キャン
    ペーンを通じて、あらゆるレベルでジェンダー差別に挑戦   
    すべきである。

ĥ リーダーシップの役割を変革し、階級や統制よりも協働
   やジェンダー平等を重視する。

ĥ 教育当局や資金提供者は、女の子に質の高い教育と、
    能力と知識を強化する機会を与えなければならない。

ĥ 女の子には、模範となる手本とリーダーシップ経験が必
    要である。政府、企業、市民社会組織は、女性のリー 
    ダーやメンターを奨励しなければならない。

その結果、彼女たちは初めて生まれたときから自身を取り
巻くジェンダー的な期待の制限を超え、家族、職場、コミュ
ニティ、そして国において対等な立場で役割を果たすこと
ができるようになるのだ。

「仕事とプライベートの両立は難しいかもしれ
ません。男性にとって、仕事とプライベートの
両立は難しいことではないと思います。しか
し、女性がリーダーになった場合、それらの両
立はかなり大変に見えます。女性リーダーは、
仕事とプライベートのどちらかを選ばなければ

いけない状況にあると感じます。」
ユース女性、15～20歳、日本

この調査から、ユース女性は変革者になりたいと思っている
ことが明らかになった。また、コミュニティ、協力、社会的正
義、そしてジェンダー平等に基づいて、リーダーシップの定義
を進歩させていることもわかる。彼女たちは、権力、野心、地
位、階級といった従来のリーダーシップの概念よりも、対人
能力、親切さ、公正さを高く評価している。女の子が考える
リーダーシップとは、他者に奉仕することであり、他者から奉
仕されることではない。

「良きリーダーは常に人々のことを考えていま
す。」 
女の子、15～17歳、南スーダン

この調査には地域差や教育・所得水準による違いがあり、そ
の一部は本報告書の後半で分析されているが、世界中の女
の子の意見や経験には著しい類似性が見られる。女の子や
ユース女性のリーダーになりたいという強い思いを実現する
ためには、どこの国でも家族やコミュニティの役割が重要で
ある。彼女たちは身近な環境から最も影響を受け、家族をお
手本やサポーターとして、また限定的な固定観念から解放し
てくれる存在として考えている。家族の支援だけでは、女の
子や女性リーダーに対する構造的な障壁を克服することは
できないが、それなしには、進歩や平等な権利の獲得は不
可能と思われる。
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はじめに
「...あらゆる意見に耳を傾け、尊重し

ながらも、人に屈せず、新しい解決策
を提示できるリーダーになりたい。」

女の子、15～17歳、日本
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「より良い世界のビジョンを持つこと。しっかり
とした予測と、未来への計画を立て、変化の
光となり、常に希望を予見させ、与えなければ
ならない。」
ユース女性、18～19歳、セネガル

Geena Davis Institute on Gender in Mediaとプランによる
本報告書は、女性のリーダーシップについての詳細かつ意
欲的な考察である。この報告書は、女の子やユース女性に
とってリーダーになることが何を意味するのか、そして、何
が彼女たちのリーダーになる夢を後押しし、阻んでいるのか
について、理解を深めようとするものである。この調査は、
経済的、文化的、社会的な面と、19カ国、約1万人の女の子
とユース女性の声から構成されている。本調査は、女の子
やユース女性が抱く、家庭や職場、コミュニティ、あるいは
国内外の広い舞台でリーダーになりたいという夢について、
プランが継続的に行っている調査の一部である。また、女
の子がどのようにしてリーダーになるのか、何が妨げにな
り、何が助けになっているのかについても調査している。調
査の第2段階では、メディアの与える影響について、特に女
の子の夢を形成し、その成功を制限、または後押しすると

いった特定の役割に焦点を当てることが計画されている9。

リーダーシップとは何か

本研究では、「リーダーシップ」を、集団や組織を率いること
と定義する。リーダーには、家族、従業員、草の根活動家、
政治的有権者など、必ず賛同者が存在する。しかし、調査
から、女の子たちは自身でリーダーシップを定義しているこ
とは明らかである。調査参加者の女の子やユース女性によ
ると、最も重要なリーダーシップの資質は、社会的・ジェン
ダー的正義の追求、多くの人の声に耳を傾けた意思決定、
そして人に力を与え助けるリーダーになることだという。

「ユース女性のリーダーは、誰に対しても平等
に接します。彼女は、自分のコミュニティの
人々のことを把握しているべきです。彼女は経
験豊かで、差別をしてはいけません。彼女は
自分の社会をより良くしたいと願っているので
す。」
女の子、15～17歳、インド

「リーダーは差別のない平等な社会の実現を
見すえています。そして、ジェンダー、障害、人
種による差別をなくしたいと思っています。これ
がリーダーの理想とする未来です。」
女の子、15～17歳、日本

彼女たちの発言は、より協調的なリーダーシップのあり方を
示している。彼女たちの考えでは、特に女の子やユース女性
にとって肯定的な変化をもたらすことに組み込まれた、集団
的正義のための力なのだ。しかし、彼女たちが今目にするも
のは、心強いものではない。家族、地域、企業、国家レベル
で誰が意思決定を行うかという権力と統制という観点から、
彼女たちのリーダーシップのアイデアやジェンダー平等の達
成には程遠いのだ。

意思決定における女の子と女性の声は、社会が彼女たちの
利益を確実に考慮するために重要だが、政治やビジネスに
おける女性リーダーは、依然として悲惨なほど少ないまま
だ。現在の進捗ペースでは、政治参加における平等を達成
するのに100年以上かかるだろう10。経済界においても同様
で、2018年に行われた調査によると、企業の上級管理職の
うち女性が占める割合はわずか24％で、以前より減少して
いる11。意思決定層におけるジェンダーの多様性が利益の
向上につながるという10年以上にわたる証拠があるにもか
かわらず、この代表性の低さは続いているのだ12。
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この調査は、異なる国や文化背景を持つ女の子やユース
女性にとって、リーダーシップがどのような意味を持ち、ど
のようなものかを、さまざまな角度から検証している。調査
結果は、ジェンダー平等の達成の中核をなすリーダーシッ
プと平等な代表権への道程における彼女たちの経験につ
いて、独自の見識を提供するものである。この調査は、2
つの包括的な質問から構成されている。

1. 女の子のリーダーシップへの夢を後押しする要
因、阻害する要因は何か

2. 女の子はどのようにしてリーダーになるのか

この調査は、女の子やユース女性自身の声や考えに基づい
て、彼女たちの可能性に関する強固でグローバルな理解を
集約し、彼女たちの目標達成を支援する方法を見いだし、私
たちが生きる世界をより正しく反映したようなリーダーシップ
に変えていこうとするものである。

現在の

リーダー
多くの女の子やユース女性が名言する理想のリーダーシッ
プは、現在リーダーにとって最も重要な資質と思われている
ものと完全に一致するわけではない。多くの文化で、リー
ダーらしさの特性は、社会が男性らしさから連想する性格的
な特性（支配的、権威的、要求、主張）19であり、社会が女性
から連想する総体的な特性（愛情、思いやり、世話、奉仕）は
リーダーのイメージと全く一致していない20。リーダーとは何
かを問われると、ほとんどの人が男性的な特徴を挙げる21。
世界的に、女性的な特性は人の世話をするのに適しており、
男性的な特性はビジネスや政治の世界に適していると考え
られている22。このような期待に沿うように、世界中の女の子
は、男性的だと思われるのを避けるために、自分の身体的・
知的能力を抑える、といった行動をとっていると報告している
23。このことは、男性が「典型的なリーダー」、女性が「非典型
的なリーダー」として見られることを意味する24。伝統的なジェ
ンダー役割分担への期待が、女の子たちのリーダーになるこ
との意欲を削ぎ、女性のリーダーシップに対して偏見を生み
出している25。

「女性がリーダーになろうとすると、女性
は暴力を振るわれることがあります。彼
らの前では、ジェンダーを理由に無価値
と見なされてしまうのです。」
ユース女性、18～20歳、南スーダン

根強い固定観念と広範囲にわたる差別が女の子の
夢に影響を与え、変化させ、自身にとって何が可能で
何がふさわしいかという感覚を制限していることは明
らかである。ある調査によると、女の子は6歳になる
までに自身の才能や能力に自信を持てなくなるという
26。この報告書の調査では、それほど悲観的ではな
いものの、それでも多くの女の子が年をかさねるにつ
れて野心をなくしているのだ。 これは職場でも、地域
や国のレベルでも同じで、女の子たちは自身の夢を
実現するための障壁や差別を意識するほど期待値
を低く設定するようになるのだ。

「日本ではまだ偏見があり、男性の方が
リーダーになって高い地位につくことが
多いです。「出る杭は打たれる」とよく言
われます。誰もが上を目指す資格がある
はずなのに、リーダーになりたいという夢
や希望を持つのが女の子だと、批判の
対象となるのです。リーダーになることを
目指している女性なら誰しもそう思って
います。」
女の子、15～17歳、日本

重要な
データ

ĥ 世界的で、女性が占める議席数はわずか24％である13。

ĥ 世界中の議員のうち30歳未満は2％未満で、男女比は60：40である14。

ĥ 世界の政府閣僚の18％が女性である15。

ĥ 2018年、149カ国で女性の国家元首や首相はわずか17人であった16。

ĥ 4社に1社の割合で、上級管理職に女性がいない17。
ĥ 91カ国、約22,000社を対象にした調査から、女性CEOのいる企業はより高い

   利益を上げていることが判明した18。
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女性が権力のある地位を求めると、ジェンダー
・ステレオタイプに逆らったとして「罰」を受け27、
「女性政治家は長所よりも短所で描写される」28。
女性の上司はより厳しい基準で判断されるので、
女性のリーダーは男性よりも否定的に評価され、
一般的に女性は重要なリーダーシップスキルに
欠けていると認識される29。

女の子は幼い頃から、自身が野心を持つことは適
切でないことを学ぶ。研究により、男の子と女の子
は幼い頃は同程度の夢を持っていることが確認され
ているが、成長するにつれて女の子はジェンダーに
よる役割分担の期待を受け入れ始め、願望が著しく
低い女性になる 30。女の子が幼い頃に抱いた国会議
員や企業のCEOになる大望はいずれ忘れられ、より
ありふれたものに取って代わる31。

また、男の子は家族や友人、仲間から政治的な野心を
持つことを奨励され、成人男性は女性よりも支援ネット
ワークから公職に立候補するよう圧倒的に奨励される32。
家族からのサポートは特に重要で、奨励されることによっ
て政治的野心を持つ可能性が43％高まる33。また、親から
の学業支援は、思春期の女性のより大きな学業への期待         
につながる34。

有力な地位にある女性の知名度も重要な要素である：複数       
の研究から、ロールモデルとなる女性リーダーがいる女の子      
は、リーダーシップへの夢を持つ可能性が高いことが明らか       
になっている35。11～15歳の思春期の若者を対象とした調査
では、女性リーダーがいるインドの村では、女性リーダーがい        
ない村に比べて、女の子のキャリア願望が男の子のそれと近く、   
2回の選挙期間の後の両者の差は32％縮まったことが明らかに
なっている36。

また、オーストラリア、ニュージーランド、南アフリカ、そしてイギリス
の女の子を対象にした調査では、女の子は、リーダーシップのス
キルを実践し、向上させる機会を与えられると、よりリーダーシップ
への意欲が高まることがわかった37。
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制限事項
ĥ 調査は、識字能力があり、必要な技術を利用できる

ユース女性のみを対象としている。SMSを利用すること
である程度広範囲にアクセスできたものの、本調査方
法では最も疎外されたユース女性へのアクセスは不可
能であり、したがって全人口に対して一般化できるもの
でもない。

ĥ 対面での調査ではないため、全ての回答者が確実に女
    性であるかどうかは確認できていない。

ĥ 倫理的な配慮から、調査は15～25歳のみを対象に行わ
    れたため、人生における多くの重大な変化が起こるであ
    ろう思春期初期の女の子たちの意見については把握で
    きていない。

ĥ フォーカス・グループ・ディスカッションについては、プラ
ンのプログラム実施地域の参加者が含まれていたこと
から、最も疎外された人びとも参加できた。しかし、募集
方法はさまざまで、これが各国の調査結果に影響を与
えた可能性がある。また、国によっては、参加者がプラ
ンのプログラムにアクセスすることで、ジェンダーと平等
に関する問題への意識が高まっていた可能性がある。

ĥ 円滑なディスカッションの進め方や、記録スキルの経験
や自信の程度は、5カ国すべてで、時には国内でも、研

    究者によってかなり差があった。すべてのフォーカス・グ
ループ・ディスカッションは音声録音されているが、書き
起こしや英語への翻訳の質には若干のばらつきがあっ
た。

ĥ 倫理的な配慮から、本調査は15歳以上の女の子を対
   象に行われたため、人生における多くの重大な変化が
   起こいるであろう思春期初期の女の子たちの意見につ
   いては把握できていない。

ĥ 調査とフォーカス・グループともに15～24歳の女の子と
ユース女性が対象であった。しかし、理由は不明だが、
調査データには317人の25歳の回答が含まれている。

   すべての回答が分析に含まれている。

調査方法38

調査は19カ国で行われ39、またそのうち5カ国では詳細
なフォーカス・グループ・ディスカッションが行われた40。
調査全体のサンプル数は10,064であり、フォーカス・グ
ループ・ディスカッション参加者は413名で、各国6～8
人からなる12のグループに分けられた。 調査回答者の
平均年齢は22歳で、15～20歳が54％、21～25歳が
46％であった。回答者の半数は中等教育を修了してお
り、3分の1は高等教育を修了していた。回答者の女の
子とユース女性の14％が結婚していた。

本調査では、年齢、配偶者の有無、障害の有無、教育
レベルなどの人口統計学的な質問に加え、リーダーに
なることへの抱負、リーダーとしての経験、自信、力づ
け、お手本、差別に関する10の質問が含まれている。
また本調査では、ユース女性に、キャリア、国、コミュニ

ティ、家族といった範囲でみた、リーダーシップへの希
望について尋ねた。調査の設計上、フォローアップの質
問を追加することはできなかった。このような制約にも
かかわらず、リーダーシップに関する幅広い問題につ
いて、ユース女性の視点と解釈を把握することができ
た。

フォーカス・グループ・ディスカッションツールは参加型
の形をとっており、ボディマッピングと、ユース女性の人
生における影響やインスピレーションの主な源を探ると
いう2つの活動を主軸にしている。ボディマッピングの課
題では、参加者はユース女性リーダーがどのような特
徴や特性を持つかを考えるよう求められた。この活動
の目的は、ユース女性がリーダーシップをどのように定
義し、どのような資質が必要かと考えているかを理解す
ることである。2つ目の影響とインスピレーションに関す
る活動では、参加者は自身の人生において重要な人物
（身近にいる人物、または身近なコミュニティ外の人気
のある人物）を挙げ、それらの人物が自身の人生の決
定や方向性にどの程度影響やインスピレーションを与
えたかを評価するよう求められた。

本研究のすべてのプロセスは、プラン・インターナショナ
ルの内部倫理承認プロセスを経て承認された。さらに、
可能な限り、関係各国の外部承認機関にも研究を提出
している。
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「…リベリアの（前）大統領やア
メリカの長官の例を見ると、女
の子も指導者になれるという
ことです。」

ユース女性、21〜24歳、南スーダン

本調査では、女の子たちの願望や理想が非常に強く伝
わってきた一方、彼女たちが直面する課題も明らかに
なった。世界中の女の子やユース女性は、特に職場で
リーダーになる自信と意欲を明確に示しているが、常に
男尊女卑 差別の壁が彼女たちを阻害している。彼女た
ちは自身の能力にほとんど疑いを抱いていないが、自
身の努力が家族やコミュニティ、同僚に歓迎され、支持
されるかどうか確信が持てないのだ。

「女性リーダーは、皆からは
好かれないこともある…無視
されたり、笑われたり、馬鹿
にされたり、また、自身につ
いての否定的な話を耳にす

ることもある。」

ユース女性、18～20歳、南スーダン

本項では、調査成果を4つの見出しで論じる：

1. リーダーシップとは

2. 抱負と自信

3. ジェンダー差別と固定観念

4. リーダーシップの経験

リーダーシップの資質に関する調査結果は、
フォーカス・グループ・ディスカッションを通して
のみ情報を得た。その他の調査結果は、19カ
国での調査とフォーカス・グループ・ディスカッ
ションの両方から得ている。

女の子の声: 
夢と現実
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リーダーシップをよりグローバルに解釈をしていた日本を除
いて、圧倒的に多く挙げられた特徴は、コミュニティへの貢献
と発展であった。

「ユース女性リーダーは教養があり、自分のコ

ミュニティについてや権利、義務についての知

識を持っているべきです。これらに関する法的

側面を理解している必要があります。」
ユース女性、18～20歳、インド

「女性リーダーはコミュニティを発展させること
ができる知識を持っているべきです。」           
ユース女性、17～21歳、セネガル

リーダーシップの資質には、異なる意見に耳を傾け、それを
尊重すること、コミュニティのニーズを把握し対応すること、助
言や指導を行うこと、コミュニティのためになる活動を推し進
めることなど、コミュニティに耳を傾け、理解し、共感できるこ
とが含まれる。ユース女性リーダーには、教養と明晰さ、コ
ミュニティを代表した経験、明確に未来を見据えられること、
批判的思考、そして女の子と女性の権利の支持が必要であ
る。

「リーダーはチャンスを逃さないように私たちの
学業を助けてくれ、いつも私たちのそばにいて
くれます。私たちが興味を失い、やる気をなくし
ているとき、リーダーは私たちに寄り添い、『学
校を辞めないように、これは逃すべきではない
機会であり、資格がないと成功できないし、貧
しさも少しは解消されるから』、と助言してくれ
るんです。」 
ユース女性、18～22歳、ドミニカ共和国

「女性リーダーは、未来に対して他の人
とは違う視野を持たなければならないと
思います。なぜなら、私たちが夢を実現
するために何をすべきかを導き、助言
するためのリーダーだからです。」
女の子、15〜17歳、ドミニカ共和国

フォーカス・グループ・ディスカッションでは、女の子
やユース女性に、抽象的な「ユース女性リーダー」
の資質や特徴について尋ねた。ほとんどのグルー
プで、これはユース女性リーダーの理想的な特徴や
資質として参加者に解釈された。最も挙げられた4
つの特徴や資質は以下の通りである。

リーダーシップとは

コミュニティに
貢献し、変化
をもたらす

ジェンダー平等
と、女の子と女
性の権利の向
上に取り組むことばの

使い方

親切で公平、
思慮深く、思
いやりがある
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「女性リーダーは平和のメッセージを共有し、コ

ミュニティが抱える問題に対して発言し、紛争

問題について語り、リーダーとして人権を発信

する。」
ユース女性、18～20歳、南スーダン

また、女の子やユース女性のリーダーシップに対する印象の
中心は、変化をもたらすことである。だからこそ、人はリー
ダーになるのだと彼女たちは述べ、そして、最も変化を必要
としている主要な分野を次のように挙げた。

ĥ 教育 

ĥ 貧困 

ĥ 児童虐待、搾取、労働。

国による違いもあった。日本では「教育」が圧倒的に多く、
「貧困」は日本、インド、そして南スーダンで共通する意見
だったが、インドでは「児童虐待と搾取」がより多く、また南
スーダンでは全く取り上げられなかった。

更に参加者は、世界を変革していくことの大部分は、女の子
やユース女性の生活を特に以下によって向上させていると
考えた。

ĥ ジェンダーに基づく暴力への対処

ĥ 早すぎる、強制された結婚の終結

ĥ 女性リーダーたちのコミュニティの構築

全体的に、集団的利益のためのリーダーシップを強調すると
いう点で、これらの調査結果はリーダーシップの代替的な考
え方を支持している。すなわち、女性の権利と社会・政治・経
済・文化的平等を追求するための意思決定であり、個人の
権力を強化するために行使される権力ではない41。

「リーダーが確固たるビジョンを持っていれば、
それを追求することは良いことです。しかし、人
の意見を聞かずに突っ走るようなリーダーに
は、誰もついてきません。メンバーに協力を仰
ぎたいなら、相手を気遣い、相手の意見に耳を
傾け、それを考慮した上で行動を起こす必要
があるのです。」 
女の子、15～17歳、日本

ユース女性リーダーの特徴を挙げてもらったところ、特に南
スーダン、インド、そしてドミニカ共和国の参加者が挙げた
特徴のいくつかは、ジェンダー規範や女の子や女性に対し
て求められる資質を反映していることが判明した。特性は
以下の通り。

ĥ謙虚さと慎み深さ 

ĥ 物腰が柔らかく、「意見が一致しない場合はほとんど沈
    黙を保つ」。ユース女性リーダーは「どちらかといえば観
    察者」で「従順」

ĥ 家事や母親業が得意

ĥ モラルがあり、それをユース女性にアドバイスする。

ĥ 適切な服装をする（不要な注目を避けるためも含む）。

上記の特徴は、決して女性のリーダーシップの特徴として
最も多く描写されたものではないが、ジェンダー間の役割や
固定観念が、女の子や女性はどうあるべきかという考えを
形成し続けていることを浮き彫りにしている。参加者の中に
は、家庭での女性の役割を否定するのではなく、この経験
がリーダーとしての一助になると考えている人もいた。

「女性リーダーは明るい未来を見ていると思
う。女性は家で洗濯をするときに洗剤を使うの
で、環境汚染について意識する機会が多く、
女性の方が環境と持続可能な未来について
思考を巡らせている傾向があります。」
ユース女性、18～24歳、日本

しかし、固定観念の効果により懐疑的な声もあった。

「女性は感情的で、社会問題に疎いから、男
性に比べてうまく立ち回れないと言われてい
る。女性は頭ではなく心を使うため、自身を向
上させる機会が少ないと思われている。」 
ユース女性、18～21歳、インド

圧倒的に女の子やユース女性が求めているのは、コミュニ
ティの問題を理解し手を差し伸べる思いやりと、女性の権利
を実際に勝ち取れる強さを持った人だ。更に、リーダーに
は、人びとに平和と一体化、そして安定をもたらすために、
全国的に、時には国際的にコミュニティの代表となれる能力
も必要であると、彼女たちは考えている。このことは、5カ国
を通じて言及されたが、予想される通り、南スーダンで最も
力強く語られた。
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しかし、ユース女性が国家や地域における政治的リーダー
を目指すことは、非常に稀で、政治家になりたいという希望
についても年齢を重ねるとともに低下し、社会的地位ととも
に増加する。フォーカス・グループ・ディスカッションでは、
リーダーシップはコミュニティへの奉仕であり、明らかに重
要な任務とみなされているにもかかわらず、自国のリー
ダーになりたいと答えた女の子は5人に1人（21％）、コミュ
ニティリーダーになりたいと答えた女の子は19.3％に過ぎ
ない。

「女性リーダーがコミュニティの抱える問題に
目を向けることは勿論、私たちも皆で協力し、
女性リーダーはコミュニティが発展し、問題を
克服できるように、改善に必要なものを見つ
け、私たちに助言して欲しいと思います。」
女の子、15～17歳、ドミニカ共和国

つまり、女性の政治的リーダーシップ拡大への主な障壁
は、女の子やユース女性が目立つ地位を求めることに消極
的であることだ。この消極性は、おそらく自身の行く手を阻
む障壁と自らに降りかかる代償についての知識が高まって
いる結果であろう。

ユース女性が他の分野についてもリーダーシップを発揮す
ることに消極的であることも、女性がリーダーになることが
いかに難しいものであると認識されているかを改めて強調
している。家庭でリーダーシップを取りたいと考えている人
は23％に過ぎず、既婚者（29％）が未婚者（21％）よりかな
り多い。

また、地域間でもかなりの差がある。西アフリカと中央アフ
リカのユース女性は、自身のキャリアでリードしたいと思う
傾向は最も弱いが、国やコミュニティ、家庭でリードしたいと
思う傾向は最も強い。全般的に、低所得国のユース女性
は、中所得国や高所得国の女性よりも、国やコミュニティ、
家庭においてリーダーになることを望む傾向が強い。この
理由は簡単に明らかにはならず、更なる研究が必要であ
る。

ユース女性がリーダー的役割に名乗りを上げないのは、自
信のなさによるものではないようだ。全体として、62％の女
性が自身のリーダーシップ能力に自信がある、またはとて
も自信があると答え、全く自信がないと答えたのは4.7％に
過ぎなかった。

抱負と 自信

この調査では、ユース女性がキャリア、政治、家庭における
リーダーシップへの夢を調べた。全体として、回答者の大多
数（59％）は、自身のキャリアや仕事においてリーダーになり
たいと答えている。キャリアにおける高いリーダー願望は、
職場でより多くの女性がリーダー的ポジションに就くための
励みとなる。しかし、リーダーへの願望は年齢を重ねるととも
に低下しており、ユース女性が日常生活の現実に直面する
ことで、熱意が下がっていることが示唆される。このことは、
仕事や職場のリーダーになりたいと答えたのが、未婚の
ユース女性（61％）の方が既婚者（50％）より有意に高いと
いう結果からも裏付けられている。

また、フォーカス・グループ・ディスカッションの結果、女の子
の熱意は年齢を重ねるとともに、そして大人の世界に入ると
下がることが判明した。

「私は「女子高」、「女子大」といった、学生全員
が女の子である学校へ進学しました。そこで私
は、何のためらいもなくリーダーという地位に
就きました。そのコミュニティでは、女の子はと
ても前向きでパワフルでした。当時は、未来は
明るいと思っていました。しかし、働き始めて
みると、ジェンダーの問題は根深いことがわか
りました。リーダーのほとんどは男性です。私
の会社には部長補佐の女性がいます。しか
し、彼女は同僚から嫌われています。自己主
張が強いと思われているようです。」
ユース女性、18～24歳、日本

教育によって願望が強まる。この調査では、高等教育を受け
た回答者の3分の2にあたる67％が、職場でリーダーになり
たいと答えている一方、中等教育修了者では58％、初等教
育修了者では42％、全く教育を受けていない女の子は32％
にとどまっている。社会的地位が高いと自認するユース女性
の62％が職場のリーダーになりたいと答えているのに対し、
社会的地位がより低い女性では51％であった。
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彼女たちがコミュニティや国のリーダーとして名乗りを上げよ
うとしないのは、実は、自身が払わなければならない代償を
明確に理解しているからかもしれない。この報告書で後ほど
詳しく説明するが、女の子やユース女性は、女性リーダーは
厳しく評価され、望まない注目を浴びることもあり、また家事
の負担の大部分を依然として抱えなくてはならないことを認
識しているのだ。

リーダーシップ能力に対する自信は、学歴や社会的地位に
よって高まる。高等教育を修了した裕福な家庭のユース女
性は、自身のリーダーシップ能力に最も自信があり、学校教
育を受けていない貧しい家庭のユース女性は、最も自信が
ない。

自身のリーダーシップ能力に対する自信を最もはっきりと表
現しているのは、アフリカの低所得国出身の22歳前後の既
婚者で、高等教育を受け、裕福で一般的に教養のあるユー
ス女性である。興味深いことに、既婚のユース女性は未婚
者よりも自身のリーダーシップ能力に自信を持っているとこ
ろがある。国のリーダーになりたいという気持ちは持ちやす
いが、自身のキャリアに関しては、リーダーになるという意識
は低い。その理由を探ることは、今後の研究の課題である

重要な

データ

ĥ 59.3％の女の子とユース女性が、職場でリーダーになりたいと考えている。

ĥ 22.5％が家庭でリーダーになりたく、若い既婚女性では28.9％に上る。

ĥ 20.6％が国のリーダーになりたいと願っている。

ĥ 19.3％がコミュニティリーダーになりたいと考えている。

ĥ 低所得国のユース女性は、高所得国の女性に比べて、国やコミュニティ、家族 

    のリーダーになりたいと思う傾向がある。

ĥ 62％が、その立場を選んだ場合にリーダーになることに自信がある、またはとて

    も自信があると答えている。
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教育水準は、調査回答における差別の特定に重要な役割を
果たす。何らかの教育課程を修了したユース女性は、そうで
ない女の子に比べて、ジェンダーを理由に女性が低く扱われ
ると考える傾向が強い。

ユース女性の93％が、リーダーの座に就く女性はハラスメン
ト（「望まない身体的接触」と表現）を経験すると考えている。
これらの結果を総合すると、女の子はリーダーの地位を女性
にとってはマイナスで不利な場所であると考えており、こうし
た認識が正確かどうかにによらず、リーダーの座を追求する
ことに対する強い抑止力として働く可能性があることが示唆
される。

「職場でさえも、女性のリーダーは邪魔だと思
われて、評判が悪いです。」
ユース女性、17～21歳、ドミニカ共和国

女性リーダーが直面するジェンダー差別の認識は、地域に
よってかなり異なる。ヨーロッパと北米の回答者は、他の地
域の回答者よりも、リーダーの座にある女性はジェンダーを
理由に低く扱われ、ハラスメントを経験するという意見に賛成
する傾向があった。

「私たちの社会は男性優位の社会なので、女
の子が前に出る機会がなく、伝統的な考え方
が、女の子がリーダーシップを発揮することを
阻んでいます。」 
女の子、15～17歳、インド

リーダーシップに関連するため、調査対象の女の子とユース
女性には、ジェンダー差別についての認識を測るためにいく
つかの質問がなされた。全体的に、回答者は、女性リーダー
は男性リーダーとは異なる基準が設けられていると考えてい
た。60％に及ぶ回答者が、リーダーの地位にいる女性は尊
敬されるために男性よりも努力しなければならないと考
え、94％もの回答者が、リーダーの座に就く女性はジェン
ダーを理由に低く扱われると考えており、この結果は年齢や
社会的地位、配偶者の有無を問わず共通していた。

ジェンダー差別と

固定観念

女性リーダーは、尊敬されるため
に男性リーダーよりも努力しなけれ
ばならない

反対 強く賛成わからない強く反対

10.5%

16.1%
13.7%

賛成

39.2% 20.5%

女性リーダーは
ジェンダーのせい
で低く扱われる

めったにない 常にあるときどきある決してない

6%

16.2%

42%

頻繁にある

30.3%

5.5%

東・南
アフリカ

北アメリカ

ラテン
アメリカ

アジア

西・中央
アフリカ

ヨーロッパ

ジェンダーを理由に女性が低く扱われているという認識のうち
ほとんどない、ときどきある、頻繁にある、いつもあるを選ん
だ / 地域別

85.3%

90.5%

93.2%

98.5%

98.4%

96.7%
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「...女性の居場所が家庭だけというのは受け

入れられません。女性は教育を受け、自国の

変革に参加すべきです。」
ユース女性、18～24歳、セネガル

「私のパートナーでさえも同じくらい勉強してい
ても家事は女の子がするのが当たり前」と思っ
ています。もちろん、みんながそう思っている
わけではないと思いますが、平等にして欲しい
なと思います。もし私が専業主婦だったら家事
をやりますが、パートナーと同じだけ勉強して
いるのに、なぜ私だけ負担が増えるのだろうっ
て思います。」
ユース女性、21～24歳、日本

南スーダンやインドでは、女の子や女性の移動が制限され
ることがあり、家に閉じ込められがちであることが参加者か
ら指摘された。

「男性は女性が仕事に行くことを望まないの

で、女性はより多くの課題を抱えています。」
ユース女性、21～24歳、南スーダン

また、いくつかの回答には、リーダーとして脚光を浴びる女
性に向けられる暴力の脅威という点で、身体的に弱い立場
という意見も見受けられる。

「女性リーダーが公用で一人で移動する際に
問題に直面することが多い。」

ユース女性、21～24歳、インド

また、ユース女性は、フォーカス・グループ・ディスカッション
の中で、女性がリーダーになることは、機会の欠如と、リー
ダーになったとしても常に周囲の批判やサポート不足に直面
する可能性が高いため、非常に困難であると述べている。

「女の子が働くには安全な環境ではないと言
われ、一般的に女の子が外に働きに出ること
は許されません。社会は女の子がリーダーに
なることに反対しているので、一人の女の子が
間違いを犯すと、女の子全員が悪いと見なさ
れ、家から出てはいけないと社会からみなされ
るのです。」 
ユース女性、18～20歳、インド

しかし心強いことに 、調査参加者のユース女性の81％が、
女性リーダーは良い母親になれる、という考えを受け入れて
いる。ここでも、教育レベルで回答に差がある。高等教育修
了者の83%、中等教育修了者の82%は、女性リーダーが良
い母親になれると考える傾向が強いのに対し、初等教育修
了者は74%、学校に全く通っていない女の子は60%にとど
まっている。この結果は地域によってもかなり異なる。ラテン
アメリカのユース女性の88％が女性リーダーは良い母親に
なれると信じているのに対し、西・中央アフリカでは76％、
東・南アフリカは75％と最も低い。既婚者（70％）は、未婚者
（82％）よりも女性がリーダーかつ良い母親になれると考え
る割合は低い。

フォーカス・グループ・ディスカッションでは、ユース女性は、
自身のコミュニティや社会におけるジェンダーの役割につい
て、しばしば家庭や家族での役割という観点から、深く根付
いた考えを報告した。しかし、調査の回答通り、参加者はそ
の固定観念に異議を唱える傾向もあった。

SEXISM AND 

STEREOTYPES
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これらの結果は、ユース女性がリーダーシップの経験を積め
ば積むほど、リーダーというのは女性にとって不利な地位で
あると考えるようになることを示している。さらに、定性データ
では、経験がリーダーシップへの夢を実現させる重要な鍵で
あることが判明しており、この結果は八方塞がりな女性たち
の状況を示している。ここから1つ学べるものがあるとすれ
ば、もし経験が完全にあなたを阻むものでなければ、あなた
をより強くし、意志をより強固にし、より進歩することを意識さ
せるということだ。

活路を見出す
「彼女がリーダーになれたのは、幼い頃、両親
が助けてくれ、助言してくれ、強くなるための意
欲を与えてくれ、そして、人とうまく付き合い、
人の話を聞き、人を助ける方法を知らなけれ
ばならないことを教えてくれたからだと思う。」
女の子、15～17歳、ドミニカ共和国

調査で、女の子やユース女性たちには、リーダーの役割を
主張し実行する上で、何が助けになり、何が妨げとなったか
を質問したところ、家族の支援が重要な要素だったと思うと
の回答が寄せられた。フォーカス・グループ・ディスカッション
では、5カ国すべてで、女性リーダーは一般的に社会からの
支援の欠如や批判に直面していると報告されたが、リー
ダーへの道をより阻むのは、家族からの支援の欠如である
と言及された。

「リーダーになりたいと言うと、親は無理に結
婚させようとします。リーダーになることはお金
にならないと思われているからです。」
女の子、15～17歳、南スーダン  

逆に、ジェンダー・ステレオタイプにとらわれないように育て
るなど、幼少期からの家族からの支援は、リーダーシップの
ために不可欠な要素の一つであることが判明した

「母は、女の子は教育を受けないと家庭内暴
力にあうと言って、私の教育をいつも応援して
くれています。」 
ユース女性、18～21歳、インド

ĥ 女性リーダーは、ジェンダーによって低い扱いを受ける、
経験者94％に対し、未経験者88％。 

ĥ リーダーの座に就く女性が望まない身体的接触を経験す
る、経験者93％に対し、未経験者87％。

リーダーシップの

経験
ユース女性の現在のリーダーシップ経験について、「他者を
リードしたり、他者のために意思決定をしたりする立場になっ
たことがあるか」という質問をした。調査回答者の大多数であ
る85％が、少なくとも1回はリーダーの経験があり、26％が
複数のリーダー経験を報告している。

回答者のリーダーシップの経験は、年齢や学歴によって異な
る。21～24歳とそれ以上のユース女性は、15～20歳の女の
子よりも、リーダーシップの経験が多いと回答する傾向があ
る。高等教育を修了したユース女性の90％が、少なくとも一
度はリーダーの経験があると答えたのに対し、どの学校教育
も修了していないユース女性では68％であった。社会的地
位が高いと自認するユース女性のリーダー経験率は89％
で、社会的地位が中位の86％、低位の78％より高い。女の
子のリーダー経験は、配偶者の有無による差はない。

複数のリーダーシップ経験を報告する女の子の4人に1人
は、リーダーシップ経験のない女の子に比べて、自分の能力
に高い自信を持っていると回答する傾向が2倍に上った。 自
身の能力に自信がある女の子が複数のリーダーシップ経験
を求めているのか、それとも複数のリーダーシップ経験の結
果、自分の能力に自信が持てるようになったのかは不明で
ある。いずれにせよ、この結果は、女の子やユース女性が人
生の早い段階からリーダーになる機会に触れることの重要
性を示している。

興味深いことに、しかし驚くべきことでもないかもしれないが、
複数経験を持つ回答者は、リーダーシップ経験のない回答
者よりも差別を認識し、次のように考える傾向がある。

ĥ 女性リーダーは、尊敬されるために男性よりも努力しなけ
ればならない。リーダー経験者は65％であるのに対し、未
経験者は54％。
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“「私のお手本は母です…母の支えがなけれ
ば、私は何にもなれなかったと思っています。
ソーシャルワーカーでもある母からの影響で、
私も社会に前向きな変化をもたらしたいと思っ

ています。」
ユース女性、21～24歳、インド

また、彼女たちは世界に、また国内で影響のある女性リー
ダーも挙げた。作家で元アメリカ大統領夫人のミッシェル・オ
バマ、インド警察を退職し、社会活動家、政治家として活躍
するキラン・ベディ、ノーベル平和賞受賞者のマララ・ユスフ
ザイ、セネガルの作家でフェミニストのマリアマ・バー、俳優
で運動家のエマ・ワトソン、南スーダン女性政治家のヌヌ・ク
ンバなどの名前が挙げられた。

女性リーダーの不在は、女の子がリーダーになるための障
壁として認識されているが、最も重大で一般的な障壁という
わけではない。しかし、お手本になる女性リーダーの存在は
非常に重要だ。コミュニティやメディアの中でロールモデルと
なる女性リーダーがいる女の子は、コミュニティや国、キャリ
アにおいてリーダー的地位を目指す可能性が高くなる。

女の子やユース女性は、しばしば困難な状況下で、ロール
モデルが示す勇気、決意、闘志に触発されている。また、彼
女たちの存在が、自分たちの能力、教育を受ける権利、成
功する可能性を信じ、自信を持つ支えになったと述べてい
る。

「人生には、手本となる人、『あなたならでき
る、あなたならできる』と言ってくれる人が必要
です。私たちを励ましてくれる人が。」 
女の子、15～17歳、ドミニカ共和国

また本調査では、女の子がいかに教育を重視し、高等教育
があらゆる面で彼女たちの機会を増やすことを理解している
か、つまり、教育が自身の能力に対する自信とリーダーにな
る可能性の両方を高めていることも明らかにしている。未来
のリーダーにとっての教育の重要性は、特に南スーダン、イ
ンド、ドミニカ共和国における早すぎる、強制された結婚や早
期妊娠の問題にも関係する。

「女性は村に連れて行かれ、早すぎる結婚に
巻き込まれ、教育を受け続けることができませ
ん。」
ユース女性、18～20歳、南スーダン

「私たちのコミュニティで大きな問題になってい
るので、性教育については知っておくべきだと
思います。若い女の子がたくさん妊娠している
のは、自身を守る方法を知らないからです。男
性に言われたことをうのみにして騙され、妊娠
し、うまくいかなくなる。男性は逃げて、女性は

問題を抱えたまま行き詰まってしまうのです。」
ユース女性、15～21歳、ドミニカ共和国

ロールモデルの重要性
フォーカス・グループでは参加者に、刺激を与えてくれる人に
ついても尋ねた。その結果、母親、祖母、姉妹、女性教師の
名前が多く挙げられ、女の子やユース女性にとって家族の
支援が重要であることがあらためて強調された。
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固定観念の力

女の子やユース女性たちは、得られる限りの援助を必要とし
ている。ジェンダー差別と固定観念は、コミュニティや、キャリ
ア、国のあらゆる場で、女の子の夢を阻む深刻な要因であ
る。残念ながら、女の子自身、特に年齢を重ねるにつれ、そ
れらに感化されて、抜け出すことが難しくなっていく。

「男性は職場で、女性は家庭で過ごす時間が
長いです。時に、男性はより論理的で、女性は
情緒的ですが、愛情深さが必要となる時も、と
論理が必要となる時もあります。自分の才能を
それぞれ生かせる状況や分野があるのだか
ら、ユース女性はチャンスがあれば挑戦すべ
きです。一方、知識や経験が必要な場合は、
ユース女性がリーダーになるのは難しいでしょ
う。リーダーになるべきではないというわけで
はありませんが、とても難しいですよね。」
ユース女性、21～24歳、日本

このコメントは、ユース女性が、女性はリーダーになれる、ま
た、なるべきだと心から信じていても、自身が変えようとして
いるジェンダーの役割や特性に関するまさに固定観念な考
えの影響を受けているようであることを示す一つの例であ
る。
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私たちLa Siembraはラップを通して家族
で社会活動を行う音楽グループです。
Adriana（49歳）と娘のEstefania（24
歳）、そしてSara（11歳）で活動していま
す。私たちは、コロンビアの女性が子ど
も時代、ユース時代、そして大人になっ
てからも、生活の中で経験するさまざま
な暴力を可視化し、歌を通して否定しよ
うと試みています。

私たちは一緒に音楽を作っています。
そうして、私たち一人ひとりの経験を反
映させ、音楽で女の子や思春期の若
者、大人の女性に力を与えることができ
るのです。

Saraは常に活動的で、好奇心が旺盛
で、感じたことを率直に表現します。彼
女は才能豊かで、現在はドラムと歌を
勉強中です。また、写真に情熱を傾け
ており、ラップも楽しんでいます。女の子
の見方で、皆が自身の権利を知り、沈
黙することで苦しまないようにと励まして
います。

Adrianaは4人の子どもの母親であり、
主婦であり、歌手でもあります。ピアノを
弾くことが大好きです。家族や家庭に存
在するマチスモ（有害な男性優位主義）
を変えるために日々奮闘し、声を上げて
自身の権利のために戦うよう女性を力
づけています。

Estefaniaは芸術の学位を取得するた
めに勉強している学生です。彼女は路
上のストリート・ダンサーでもありラッ
パー、歌手、マルチ・プレーヤー、教師、
そして活動家です。彼女は作品のなか
で、芸術を通じて女性たちが絆を深め、

自身の権利を求めて協力するための
ツールを提供しています。彼女は、追求
の鍵は他者と協力し、集団の力を生み
出すことにあると固く信じています。

異なる世代の女性が一緒にラップをす
ることは、簡単なことではありませんで
した。このジャンルはまだ男性が主導権
を握っていて、私たち女性の多くは真剣
に受け止めてもらえません。しかし、私
たちが歌っている姿を見た人たちは、私
たちを愛し、応援してくれます。私たちの
フェミニスト、そして活動家としての歌詞
は、驚きを与え、長年の固定観念を打
ち破ります。

あらゆる場所で、女性に関わる場面で
あっても男性的な強さでリーダーシップ
が取られていると感じています。しかし、
私たちは、あらゆる種類の固定観念と
戦い、奮闘し、協力し、そしてもちろん友
愛と支援によってリーダーシップを今日
築いている女性たちにも出会いました。

それを私たちはワークショップやコン
サートで共有しています。私たちは、女
の子を立ち直るよう励まし、女性同士の
絆を紡いでいきます。私たちはひとつの
グループとして集まり、友愛の精神で学
び、情報を提供し、支え合っています。
誰もが私たちの姉妹であり、味方なの
です。

私たちの声を聞きたくない人々がいる
場所はまだあります。しかし、日々、私
たちは成長しています。私たちは団結し
た闘士であり、共に平等の重要性につ
いて世界に真実を示していくのです。

私たちにとって女性リーダーとは、共通
の利益のために自身のすべてを捧げる
人です。女性リーダーは、女性が長い
道のりを進んでいることを認識しなが
ら、すべての声を聞き、尊重します。
リーダーとは、女の子と女性の平等を推
進し、差別の惨禍にいる女性を日のもと
に導く人です。私たちのグループに新し
い情報をもたらす姉妹や味方が加わる
ことで、私たちは優れたリーダーシップ
の資質とは何なのかを常に見直すこと
ができるのです。リーダーとは、自身の
不安や欠点を認識し、それを不平等や
差別と闘うための最大の武器に変える
ことができる女性です。他の女性と手を
取り、声を上げ、少しずつ恐怖心を克服
していく女性です。

女性が公式・非公式な場を利用して私
たちの日々の苦悩を明らかにすると、私
たちは他者の偉大さを認識することが
できます。私たちは常に情報を得ており
組織化されており、使命に忠実です。私
たちは先駆者であり、真の平等のため
の戦いに勝利するために日々奮闘して
いまです。

の私たち
先駆者
コロンビアのLa Siembraがラップと女性のリーダーシップについて語る

「女性だから弱いということはなく、
女性だから悪いということはない。

女性だから強く、
女性だから不平等なんだと分かっている。

もし私に興味があるなら、
私に色目を使わないで。

もし私に触れたら、私は怒る。
私たちは自由な女性、

あなたはそれを尊重すべき」

歌：La Siembra

活動家の声



私たちの国では、家父長制がいまだに大き
な障壁となっていますが、それは私たちの
国だけではありません。ここで問題なの
は、女の子はあまり勉強しなくてよいという
考え方です。私の母は、女性は夫や子ども
の世話をしなければならないので、男の子
の教育の方が重要だと考えていました。私
があなたと同じ年頃だったころは、そのよう
な考え方がとても一般的でした。

Linh: 女性リーダーとして、男性リーダーと
の違いを感じることはありますか。

Ngo Thi Minh：女性の方が大変です。難し
いのは、仕事では男性と同じだけやること
があるということです。熱意を持って自分の
イメージを作り上げ、社会に貢献し、自分
の役割や地位を確固とすることは必要で
す。しかし同時に、仕事と家庭のバランス
を取る必要があります。社会は女性を非常
に厳しく評価します。家庭において女性
は、母であり、妻であり、娘であることを求
められます。自分の両親、夫の両親、夫と
子どもたちに対して責任を負わされている
のです。見えない仕事がたくさんあるので
す。「バランス」は、私が若い頃から苦心し
てきたことです。これが男性リーダーと比
べると、大きな違いです。

Linh：女性リーダーとして、男の子と女の子
にとって良い環境を作るために、男性リー
ダーとは違う政策はありますか。 

ベトナム国会議員 Ngo Thi Minh

「考える勇気、実行する勇気が必要」

ベトナムでプラン・インターナショナルの「Girls Get Equal」キャンペーンに協
力しているLinhは、2002年からクアンニン省の国会議員を務め、文化・教
育・ユース・子ども委員会の副委員長を務めるNgo Thi Minhにインタビュー
を実施した。

Linhは、Ngo Thi Minhに会い、彼女の仕事に対する情熱や困難を乗り越え
てきた姿を見て、自分も、そして自分と同じような女の子たちも、同じように
活躍できると希望を持てたと、後に述べた。

以下は、その対談内容を編集したものである。

今を生きる
リーダー

インタビュー。女の子と女性リーダーの出会い

Ngo Thi Minh：職場では、女性が潜在能
力を発揮できるような機会を作るために、
女性には異なる視点や配慮ができます。
組織的な行動が求められますし、物腰の
柔らかさが、効果的に仕事を完了させるの
に役立っています。

Linh: ご自身の経験から、私と他の女の子
たちにアドバイスいただけませんか。私た
ちが成功を収め、より良い社会づくりに貢
献し、男の子と女の子がより平等に扱われ
る環境を作るために高い意欲をもつために
はどうしたらよいでしょうか。

Ngo Thi Minh：正直なところ、いろいろな
困難があると思います。まずは、プロとして
の技術を身につけることです。次に、キャリ
アを選択する際には、自分が本当に好き
なことを選択する必要があります。何をす
るにも、情熱と熱意が必要だからです。3つ
目は、自分自身を理解すること、自分の可
能性や強みを知ることで、それを伸ばすこ
とです。そして、それを伸ばすためには、
「自分にはできる」という強い信念を持つこ
とが必要です。他の人ができるのなら自分
だってできる、と。家庭と仕事を両立させる
ためには、自分自身に高い基準を設ける
必要があります。仕事ばかり気にしている
と、家族との時間がとれなくなります。家族
のためにしか時間を割けないのであれば、
キャリアのための時間を確保することは難
しいです。私は、女の子がもっともっと自信
を持って、どんな壁も一時的なもので、決し
てあきらめてはいけないと思えるように
なってほしいと願っています。私たちには、
考える勇気、実行する勇気がなければなり
ません。女性リーダーであるためには、常
に、いつでも、どこでも、どんな状況でも学
ぶ必要があります。努力し、読書し、研究
し、決してあきらめず、保守的であってはな
りません。

Linh：今日はお時間をいただき、ありがとう
ございました。あなたは、私や私の友人た
ちにとって、あなたのように成長し成功を収
めたいと思える大きな刺激になりました。

 Linh: どのようにして今のような成
功を収められたのですか。

Ngo Thi Minh：正直なところ、今の地
位に就くまでには、多くの壁を乗り越
えなければなりませんでした。そして
もちろん、成功するためには強い意
志が必要です。私の場合、まずは仕
事に対する情熱と熱意がありました。
次に、家族、友人、同僚、そして特に
コミュニティからの信頼に支えられて
いることに触発されました。また、最
初の自分のキャリア選択がとても重
要です。私は、女の子を助け、平等と
持続可能な開発を実現したいと心か
ら思っていました。この目標は、私が
人生で多くの困難を克服するのに役
立っています。

Linh：私の家には弟がいるので、両
親の息子と娘への接し方に不平等を
感じ、押し付けを感じることがありま
す。同じような経験をしたことがあり
ますか。

Ngo Thi Minh：私自身の人生におい
ても、不平等な扱いは明白でした。
私の家は、私が長女で、3人の兄弟
がいます。女の子は学校の勉強に加
え、家事もしなければならず、すべて
を終えるために時間をやりくりしなけ
ればなりませんが、男の子はそんな
心配をしていません。

女の子のリーダーシップに関する調査からはっきりしたことは、女の子にはロール
モデルが必要だということだ。女の子は女性リーダーの姿に刺激を受けており、ド
ミニカ共和国のあるユース女性は、「私たちを励ましてくれる人」の重要性につい
て、多くの人の気持ちを代弁した。

これを背景に、プラン・インターナショナルでは多くのユース女性活動家にコミュニ
ティや国の女性リーダーを紹介することで、彼女たちの刺激となり、今後の課題
への備えることを促した。



それが私の成功と成長への道である、
という言葉で私を鼓舞してくれました。」

Maiはこの経験から、女の子たちとその
親にメッセージを送りたいと考えるよう
になった。

「まず親御さんに、娘の話を聞き、応援
し、信頼してあげてくださいと伝えたい
です。あなたの娘は能力があり、多くの
ことを成し遂げることができますと。女
の子へのメッセージは、あなたには能
力があり、技術を持っております。すべ
ての人はそれぞれ何かしらで秀でてお
り、そして、女の子は決して小さな存在
ではないのだから、自分を過小評価し
てはいけない、周りの人も同じようにあ
なたを評価するようになるのだから。 
だから、自分を信じて、夢を追いかけ、
不可能だと思わないでください。大臣の
ような女性リーダーも皆、かつてはあな
たのような若い女の子だったのです。
大臣になる必要はありませんが、自分
の夢を追い求め、それを実現しなけれ
ばなりません。女性はもともとマルチタ
スクの能力があるのですから、それを
活かしてください。」

Maiは、自分の夢を実現するための道
を順調に進んでいる。現在、グラフィッ
クデザイナーとして働く彼女は、最近、
アラブの若手アーティストの展覧会に
絵を出展している。

社会連帯担当大臣 Ghada Wally

「学ぶことをやめなければ、夢を叶えることができる」

エジプトでは、10月の「国際ガールズ・デー」に社会連帯担当大臣の
Ghada WallyにインタビューしたMaiが、3月に彼女に再び会い、女性
のリーダーシップについて会談した。

以下は、その対談内容を編集したものである。

Mai：その他に、リーダーとして成功する
ための要因は何だとお考えですか。

大臣：継続的な努力と学習に加えて、優
秀で、技術と能力があり、革新的で、誠
実なチームに囲まれていることが必要で
す。なぜなら、多様なスキルを持つ強い
チームと一緒に働くことで、あなたの夢を
すべて実現することができるからです。

Mai: これからあなたの後を継ごうとする
若い女の子たちに、どんなアドバイスが
ありますか。

大臣：何事にも真摯に取り組み、学ぶこ
とをやめなければ、必ず夢は叶います。
私の目標は大臣になることではなく、自
分がすることを通して、人々の生活に前
向きな変化をもたらすことでした。

大臣との面談は、Maiにとって大きな刺
激となった。「私の女性リーダーに対する
考えや「女性には何でもできる」という考
えが、彼女へのインタビューでより強固
になりました。そして、遠くから見て物事
を判断したり、自分の考えが唯一の正し
い解決策だと考えてはいけないというこ
とを新たに学びました。リーダーという立
場では、より包括的に考え、さまざまな
角度から取り組む必要があると気づかさ
れました。また、閣下はインタビューの中
で、前向きであること、新しいことを学び
続けること、自分の仕事に秀でること、

Mai：若い頃の夢は何でしたか。ま
た、大臣になるのが夢だった場合、どの
ようなステップを踏んできたのでしょう
か。

大臣：私は自分が大臣になるとは夢に
も思っていませんでした。考えもしな
かったし、大臣になった時には、今のよ
うな5年ではなく、せいぜい3、5カ月くら
いしかその職にいないと思っていまし
た。職務によっては、キャリアパスが明
確な場合があり、つまり自分がどう成長
できるのか、どのようなステップを踏め
ば次のレベルに行けるのかがわかりま
す。例えば、大学教授になるには、修士
号と博士号を取得しなければなりませ
ん。しかし、大臣などの政治的な地位の
場合、ある地位に就く方法や、その役
割に留まる方法を示す設計図がありま
せん

Mai: あなたの原動力は何だったので
しょうか。

大臣：私は常に、何事にも努力を惜しま
ず、一生懸命に取り組むようにしてきま
した。母親として、子供に関しては常に
気を配り、何をするにもサポートしてい
ます。仕事では、可能な限りの最善策
で仕事をするために努力を惜しみませ
んし、自分の仕事を革新するために新
しいことを学び続けています。



しかしながら、この調査では、女の子やユース女性が自身で
リーダーシップを、社会からの期待に抗って、定義しているこ
とも判明した。調査参加者によると、コミュニティを発展させる
こと、社会正義とジェンダー平等を目指すこと、他人の意見を
聞くこと、包括的な決定を下すこと、他人を力づけ助ける思い
やりのある方法で導くことが、リーダーシップにとって最も重
要な特性であることがわかった。

理想を実現するために、女の子はあらゆる分野で、激励、教
育、ロールモデル、そして機会を必要としている。社会的地
位や配偶者の有無は、女の子の自信やリーダーになるチャ
ンスに影響し、成長過程でリーダーシップを経験する機会に
も影響する。前途多難である。

家族の一員から国会議員に至るまで、誰もが果たすべき役
割を持っている。女の子に教育や関連する経験を与えるこ
と、リーダーシップの定義を再検討すること、ジェンダーの固
定観念と戦うことは、すべて十分に実現可能なことだ。家族、
メディア、権力者、そしてより広い社会に至るまで、障害とな
るジェンダー規範に挑戦し、女性リーダーについてより肯定
的な描写の促進に貢献することができる。家庭や職場、コ
ミュニティや国など、変化をもたらすことのできる場所や空間
に自身も参加できることを女の子に示すことが必要である。

次項では、女の子やユース女性がリーダーシップを発揮する
機会を増やし、そうすることで私たち全員が生活する地域、
国、国際的なコミュニティを向上させるための提言をいくつか
紹介する。

結論

「高等教育機関で2年目の勉強をしていま
すが 、コミュニティの人たちは私の教育に
反対しています。彼らはいつも父に、私に
教育を受けさせるのをやめて、早く結婚す
る計画を立てるように言っています。でも、
父は私の教育を支援してくれています。だ
から、人々はいつもユース女性リーダーに
立ちはだかり、ユース女性リーダーが彼ら
の子どもを「甘やかす」ことを恐れて、子ど
もから離れるように言うのです。」
ユース女性、18～20歳、インド

女の子とユース女性は、リーダーになりたいと考えてい
る。思春期から成人期初期にかけて、自身の人生に変
化をもたらそうとする意欲があり、コミュニティや国をより
良くするために働きたいと考えている。地域や所得階
層、個人差はあるものの、全体として女の子やユース女
性はリーダーになりたいと願い、その能力に自信を持っ
ている。

しかし、女の子は、夢を叶えることを選択した場合に待
ち受けている困難も正確に認識している。露骨なジェン
ダー差別、ハラスメントや暴力、尊敬の欠如、仕事と家
庭生活の両立への期待など、分厚い障壁に直面する。
女の子やユース女性が年齢を重ねるにつれ、リーダー
の座への願望が薄れていくことは当然である。家族は
男の子をサポートし、女の子やユース女性には必要な
機会、場所、励ましが与えられず、女の子の向上心を育
む社会が整っていない。更にこの調査結果は、女の子
やユース女性が幼い頃からジェンダーの固定観念を植
えつけられており、それが女性リーダーに関する認識を
形成し、制限していることを示唆している。

24 リーダーになる



1. 
家庭から、ユース
リーダーを育てる

家族、地域のリーダー、コ
ミュニティと協力し、女の子
の考え、夢、自信に影響を
与えて制限するジェンダー
の固定観念を強化するので
はなく、女の子のリーダー
への願望を育む強力な支
援ネットワークを構築する。

2. 
新しいリーダー像の
提示

リーダーとは何かという認
識そのものに疑問を投げ
かけ、女の子と女性も権力
のある場所や空間に属す
ことができるというメッセー
ジを強化する。

3. 
性差別やその他の
差別への挑戦

女の子がリーダーの座を
追求することを妨げる差別
的な文化の変革に早急に
取り組む。

4. 
女の子の成功の
ための準備
女の子がリーダーシップを
発揮し、コミュニティに貢献
し、変化をもたらすことを達
成するために必要な経験
を積むことができるよう、教
育や新たな機会の開拓に
注力する。

提言
リーダーシップのあり方
をどう変えるか
本報告書の調査結果に基づくこれらの提言は、女の子とユース女性の経験
と優先事項に基づき、彼女たちが挙げた4つの主要分野に焦点を当てたもの
だ。

女の子やユース女性は、幼い頃からジェンダーの固定観念を植えつけられ、
それが彼女たちの考えや夢、自信に影響を与え、制限している。提言の重要
な点は、女の子たちがリーダーシップを発揮することを妨げている社会的・
ジェンダー的規範に対抗し、変革することが急務だということである。

求められる4つの行動は、以下の通りである。

女の子と若い女性が考えるリーダー像の意識調査 25



1
家庭から、

ユースリーダー
を育てる

女の子は身近な環境から最も影響を受けると述べており、リー
ダーシップの夢を育むには年齢が重要であることも判明してい
る。投資する時期は思春期が最も効果的で、女性のリーダー
シップを支援するための取り組みは、幼い頃から始め、女の子
がユースになるにつれて強固にさ、そして適応させていく必要が
ある。したがって、政府や、企業、メディア、市民社会といった組
織は、家庭や地元コミュニティと連携して、家庭や広く社会にお
ける女の子と男の子の価値や役割を規定する文化的・ジェン
ダー的な期待に慰問を投げかけ、変革する必要がある。

1. 両親、学校、宗教関連あるいは文化的団体は、女
の子のリーダー願望を育む強力な支援ネットワーク
を構築するための重要な入口と見なすべきである。
女の子がリーダーになることを可能にさせ、社会の
平等を育む独自の能力を家族にもっと認識させるこ
とに重点を置いた取り組みが必要である

2. 市民社会と非政府組織は、家庭やコミュニティと協
力して、女の子と男の子に等しく意欲を与え、機会
と場所を提供すべきである。家庭やコミュニティにお
ける意思決定プロセスに参加することは、女の子が
必要なスキルを身につけるのに役立つだけでなく、
政治的・市民的リーダーシップは男性のためにしか
ないとする社会的・ジェンダー規範に挑戦する助け
にもなる。

3. 母親や父親、兄弟は皆、家庭や地元コミュニティの
中で支援者として行動することができる。父親と兄
弟は、固定観念を破壊し、女の子とユース女性の
リーダーシップを促進するために、家事と育児に関
連する家事の責任を分担することができる。

4. 家族、コミュニティ、国といった環境で、女の子と
ユー女性が自身にとって重要な問題を話し合うこと
ができる安全な空間を作る必要がある。コミュニティ
や国の指導者は、女の子やユース女性と協力し
て、彼女たちの市民・政治的参加のための安全な
手段を共同で設計し、作る必要がある。

26 リーダーになる



2 

新しい
リーダー像の提示

リーダーシップの概念そのものが、より協力的で権威主義
的でない型で、女の子たちが働きやすいと感じる構造を受
け入れるように変化して初めて、女の子たちの夢が後押し
される。重要なことは、権威ある立場の人々が、女の子や
ユース女性がリーダーシップの形や議題をどのように解釈
しているかについての認識と理解を深めるために、代替的
なリーダーシップの形についての真剣な議論を始める必
要があることだ。彼らは女の子や女性とともに、既存の構
造や組織の中で、協力的な型をよりよく反映し、運営する
ためにどのような行動をとることができるか評価すべきで
ある。政府、民間企業、そしてメディアは、女の子と女性が
意思決定と権力のある空間や場所の一部だという明確な
メッセージを公的キャンペーンを通じて発信するなど、特に
自らの組織内では、より包摂的で多様な社会を目に見え
る形で推進することが求められる。

1. 女の子やユース女性にとって、女性のロールモデ
ルの存在は、リーダーシップへの夢を育む上で極
めて重要である。政府機関、企業、市民社会組織
は、指導的地位にある女性と若い世代をつなぐメ
ンター制度やその他の方法を支援し、重要な世代
間交流を提供すべきである。そうすることで、女の
子たちは困難を乗り越えることができ、リーダーに
なるという夢を追求し、変化をもたらすために重要
な動力になる。

2. 更に、特にメディアは、女性リーダーに対する固定
観念を拡散させている側だということを認識する必
要がある。多様性、前向きなイメージ、肯定的な言
葉は、女性の描かれ方を変え、女の子やユース女
性に必要をする支えになり、女の子が現在経験し
ている差別や敵意を悪化させるのではなく、ジェン
ダー平等を促進することができる。

3. それ以外では、より多くの女性が指導者や意思決
定の場に参加し、そこに留まり、女の子たちが必要
とするロールモデルとなれるよう、公共政策や法律
に重要な変更を加える必要がある。政府、国会、政
党、そして企業は、正式なプロセスの最初の段階で
家父長制とジェンダーバイアスを認識し対処し、
ユース女性にとって可能な関与の条件を作り出す
よう試みる必要がある。定数制、敬意と傾聴に関す
るルールの議論、ユース女性が最初に話すことを
許可、また、正式プロセスに先立った女性だけの対
話フォーラムを支援して女性の代理権と声を強化
する、という行動を通じて。
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3
性差別とその他の

差別への挑戦
より多くの女性が変化をもたらすことのできる地位に就
くことを奨励するキャンペーンは、さまざまな権力構造
や組織の中で、しばしば女性リーダーに向けられる暴
力や暴力の脅威を含む男尊女卑や差別に取り組む努
力と同時に行わなければならない。それは決して容認
できないことである。女の子やユース女性は、多くの女
性リーダーが目につく地位に就くことで払う代償を目の
当たりにし、それが彼女たちのリーダーになりたいとい
う願望に悪影響を及ぼしているのだ。

1. 政府およびその他の職場環境は、既存の法律と政策を
施行し、報告メカニズムを強化することによって、あらゆ
る年齢の女性指導者が実際に受けている、または認識
したセクシュアルハラスメントと暴力の体験を防止し、対
応するための具体的な措置をとらなければならない。
女性に対するあらゆる形態の暴力に反対する公的キャ
ンペーンに資金を提供し、促進しなければならない。

2. 女の子や女性、そして彼女たちを支持した人に対する
ハスメントや暴力を非難することは、皆の責任である。 
男の子と男性は、ジェンダー差別的な行動は許されな
いことを認識し、公共のキャンペーンを通じて、ジェン
ダー平等と女性のリーダーシップを促進するための同
盟者、支援者として関与する必要がある。
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「ユース女性リーダーは、女性に
優しい未来を目指してほしいで
す。自分もその一人になれるの

ですから。」
女の子、15～17歳、日本

1. 政府や国際機関、学校運営団体、その他の主要な関係
者は、女の子がリーダーシップを発揮し、自分の人生と
将来について十分な情報を得た上で意思決定できるよ
う、女の子が学校に通えるよう、より広い教育機会を増
やさなければならない。また、現状に挑戦し、女の子の
ニーズ、権利、願望を反映した包摂的で公平な世界を
求めるためのツー
ル、資源、支援を女の子に提供する必要がある。

2. 文部科学省は、内部、そして教育システム全体 におけ
るあらゆるジェンダーバイアスと差別を取り除き、学習
教材が差別のない、ジェンダーに配慮した、包摂的で、
リーダーの役割と型に関するジェンダー固定観念を強
化しないようにしなければならない。政府は、学習環境
がジェンダー固定観念から解放され、平等、無差別、人
権を促進するよう、教員研修と監督を伴うカリキュラム、
教科書、ゲーのジェンダーレビューを実施すべきであ
る。

3. 政府と市民社会は、女の子とユース女性のグループ、
ネッワーク、ユース主導の市民活動を支援し、奨励しな
ければならない。ユース主導の集団活動は、思春期の
女の子が社会変革を推進するために自分の意志に基
づいて行動するための主要な手段の一つであることを
認識する必要がある。

4. 女の子とユース女性のリーダーの機会は、安全な空間、
ネットワーキング、メンタープログラムなど、彼女たちが
集団活動とリーダーシップの夢を支えるために重要だと
認識している追加の支援メカニズムと連携されるべきで
ある。これらは柔軟な資金提供と、意思決定者への直訴
が可能なこと、そして女の子とユース女性の安全管理と
自己管理のための支援を強化することが含まれるべき
である。

4
女の子の

成功のための準備

女の子とユース女性は教育を重視し、高等教育があらゆ
る機会を増やすことを理解している。教育は、自分の能力
に対する自信とリーダーになる可能性の両方を高めるも
のだ。彼女たちが受ける教育の質も重要であり、教育は
ジェンダー・トランスフォーマティブでなければならず、証明
書や学位だけでなく、性と生殖に関する健康と権利に関す
る情報から批判的思考や実践的行動力まで、幅広いスキ
ルと知識をもたらすものでなければならない。

また調査の中で、女の子のリーダーシップ願望を最も後押
しするのは経験であるということが明らかになった。女の
子やユース女性がキャリアやコミュニティ、国での夢を追
求できるようになるには、子ども時代や思春期の早い時期
にリーダーシップの経験やスキルを身につけるための安
全な空間や機会が必要だ。学校の生徒会への参加は、主
体性とリーダーシップを身につけるための重要な第一歩で
ある。また、女の子やユース女性がソーシャルネットワー
ク に参加し、市民活動に参加することを支援することも、
リーダーの経験を積むのに役立つ。このような場は、女の
子たちが周囲で目にする階層的で伝統的な指導構造とは
異なる、より協力的な型のリーダーシップを発揮する機会
を提供する必要がある。
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Geena Davis Institute on Gender in Mediaは、メディアにおけるジェンダーバイアスや固定観念を排除することの重要性
について、メディアのコンテンツ制作者、マーケティング担当者、視聴者に働きかけ、教育し、影響を与えることを使命にしてい
る。この研究所は、20年以上にわたって、家庭のエンターテインメントにおけるジェンダーの普及に関する最大の研究成果を
蓄積している。研究結果は、女性や女の子のエンパワーメントに関心のある企業や団体から高いニーズがある。研究所の研
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プラン・インターナショナルは、女の子が本来持つ力を引き出すことで地域社会に前向きな変化をもたらし、世界が直面してい
る課題の解決に取り組む国際NGOである。世界75カ国以上で活動しており、世界規模のネットワークと長年の経験に基づく
豊富な知見で、弱い立場に置かれがちな女の子が尊重され、自分の人生を主体的に選択することができる世界の実現に取
り組んでいる。
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プラン・インターナショナルは、10年超にわたって女の子の権利のためのキャンペーンを行ってきた。現在のGirls Get Equal
キャンペーンは、女の子とユース女性が自らの人生に対する力を持ち、周囲の世界を形作る手助けができるようにすることを
目的としている。ユース女性のリーダーシップを促進することが、Girls Get Equalキャンペーンの中核をなす。これには、公的
な場で意思決定を行うユース女性や女の子の数を増やすなど、正式な権力や権威のある地位へのアクセスも含まれるが、そ
れ以上のことも視野に入れている。このキャンペーンは、女の子、ユース女性、ユースアドボケート、活動家がどのようにリー
ダーになることを選ぶかをよりよく反映するために、リーダーシップを再定義しようとするもので、リーダーシップがフェミニスト、
ジェンダー・トランスフォーマティブ、包摂的であるように、彼女たちと共に取り組んでいる。これは、男性が定義した狭い範囲
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とを意味する。キャンペーン期間中、女の子やユース女性とパートナーを組み、彼女たちにとってリーダーであることの意味を
十分に理解するための継続的な調査が行われる
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